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解 答
０,２,２,１,０,１,１,２,０,２,２,１,０ ２ ９８７５９１ ｎ＝唄 欝 蔚

Ｃ，Ｄ ４２ １４ ４， ７， ２８２ ① ② ③ ａ＝ ｂ＝ Ｓ＝唄 綾 綾 欝
２３ ① ② 回転 回転 回転 回転唄 欝 蔚 鰻解説参照 ２ ３ ２ ２
３

唄 欝 蔚 安 鰻 姥 安４ 解説参照 解説参照 ４ 解説参照 ２８

解 説
１ ２番目と３番目の数はそれぞれ１，２ですから，唄

（１＋２）÷３＝１ あまり ０ →０ ……４番目

５番目以降も同様に計算をして，

（２＋０）÷３＝０ あまり ２ →２ ……５番目

（２＋２）÷３＝１ あまり １ →１ ……６番目

……

より，４番目から１６番目の数は，０,２,２,１,０,１,１,２,０,２,２,１,０となります。

１番目からならべると 「１,１,２,０,２,２,１,０」の８個の周期になっています。欝 ，

２０１１÷８＝２５１ あまり ３ →１,１,２

より，２０１１番目の数は２です。

１周期の和は，(１＋１＋２＋０＋２＋２＋１＋０＝)９ですから，蔚

１１１１０５÷９＝１２３４５

より，１２３４５組目のさいご(８番目)となります。ただし，周期の最後は０なので，初めて１１１１０５と

なるのは，１つ手前までですから，

８×１２３４５－１＝９８７５９ ……ｎ

２ ① 四面体の展開図は右の図１のようになり，この展開図を組み唄

立てると図１のように，点Ｂ，Ｃ，Ｄが重なって三角すいがで

きます。

② ＢＭ（＝ＭＣ＝ＣＮ＝ＮＤ）の長さを□ とおくと，ＡＤの綾

長さは，(□×２) となります。綾
１□×□÷２×（□×２）× ＝３０８７( )安
３

＝３×３×７×７×７

□×□×□＝３×３×３×７×７×７

＝（３×７）×（３×７）×（３×７）

より，□＝２１ です。よって，正方形の１辺の長さは （２１×２＝）４２ 。綾 綾，

③ 三角形ＡＭＮの面積は，

４２×４２－４２×２１÷２×２－２１×２１÷２＝６６１.５( )或

底面をＡＭＮにしたときの高さを□ とすると，綾
１６６１.５×□× ＝３０８７( )安３

□＝３０８７×３÷６６１.５＝１４( )綾

右の表のように，ａ，ｂに数を入れて調欝

べていくと，ａ＝４( )，ｂ＝７( )のと綾 綾

きに面積が，

１×２８＝７×４＝１４×２

＝２８( ) ……Ｓ或

となります。
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３ ① 円Ｏ，円Ｐは共に半径が同じですから，円Ｐを円Ｏのまわりを唄

転がしていくと，右の図のようになります。(ア，イ，ウ，エは

それぞれ対応しています。)よって，点Ａが移ったところは図のウ

の場所になります。

② 円Ｏのまわりを円Ｐが転がるとき，円Ｐは円Ｏの円周上を転が

り，ちょうど１回転してもどってきます。と同時に，円Ｐは円Ｏ

のまわりを１回転しているので，回転数は，

１＋１＝２(回転)

円Ｏと円Ｑの半径の比は２：１より，円周の比も２：１です。欝

円Ｏのまわりを円Ｑが転がるとき，円Ｑは円Ｏの円周上を転が

り，ちょうど(２÷１＝)２回転してもどってきます。と同時に，

円Ｐは円Ｏのまわりを１回転しているので，回転数は，

２＋１＝３(回転)

円Ｏと円Ｒの半径の比は３：１より，円周の比も３：１です。円Ｏの蔚

まわりを円Ｒが転がるとき，円Ｒは円Ｏの円周上を転がり，ちょうど

(３÷１＝)３回転してもどってきます。と同時に，円Ｒは円Ｏのまわり

を内側を１回転している(回転方向が転がりとは逆の関係てぶ，回転数

は１周分へ減る。)ので，回転数は，

３－１＝２(回転)

円Ｓが１回転すると，右の図のようになります。このとき，円Ｓが鰻

転がったとき，円Ｏが転がった部分の曲線は，右の図の太線の部分です。

（６０＋２４０）×２＝６００(度)

円Ｓは元に戻るまでに，円Ｏのまわりを１回転しているので，回転数は，
２６００÷３６０＋１＝２ (回転)
３

４ 各面の正方形のちょうど真ん中が青くぬられている唄

状態を考えます。青い積み木は全部で７個ですから，

各面の中央に１個ずつおくと，面は６面ですので

(７－６＝)１個あまります。これは，外側から見ても

見えない場所においてあると考えると，右の図１のよ

うに青い積み木が積まれていることがわかり，１つの

面から見える図は，図２のようになります。

図１の積み木を点Ａ，Ｂ，Ｃで切断をすると，切り口は欝

正三角形になります。この状態を，各段の輪切りの図で表

すと，図２のようになります。この図を解答欄の形にあて

はまように書き直すと，図３のようになります。

切断した後，Ｄ側の立体で，青い部分は右の図のような，３つの三角す蔚

いになります。この体積の合計は，
１２×２÷２×２× ×３＝４( )安
３
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図１の積み木を点Ｅ，Ｆ，Ｇで切断をすると，切り口は正六角形になります。この状態を，各段の輪切りの図鰻

で表すと，図２のようになります。この図を解答欄の形にあてはまように書き直すと，図３のようになります。

上の図の正六角形の切断は，もとの立方体を２等分しているので，青の積み木もちょうど２等分されているとわ姥

かります。よって，

２×２×２×７÷２＝２８( )安
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